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　EU の 65 歳以上の高齢者は、2008 年では約 8400
万人だったが、2050 年までに約 1 億 4100 万人に増
加すると推測されている。EU 全人口に占める割合
































を行う。今回 CHMP 内に GEG が組織されたこと
により、高齢患者の特徴を踏まえて医薬品を規制
する体制が実質的に強化された（図表）。
　EU の 65 歳以上の高齢者は、2050 年までに EU 全人口の 30% を占める約 1 億 4100 万人に増加する
と推測されている。EU における医薬品の中央承認審査を管轄する欧州医薬品庁（EMA）は、将来の人
口構成の変化を想定して、高齢患者にふさわしい医薬品の科学的評価や企業の開発支援を行う体制を
強化している。2011 年 1 月に 2015 年までのロードマップを、2 月には高齢者医薬品戦略を公表し行動
目標を示した。EMA は、ヒト医薬品を詳細に評価する内部委員会としてヒト用医薬品委員会（CHMP）
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